
ENTRE PRESS
広島商工会議所青年部広報誌「あんとれぷれす」

2021
a business year

2022年４月発行
Vol.67

Contents
令和３年度役員紹介・・・・・ 2P
例会・・・・・・・・・ 3P-5P
事業報告・・・・・・・・・ 5P
出向者報告・・・・・・・・ 6P
卒業会員挨拶・・・・・・・ 7P
令和４年度役員紹介・・・・・ 8P

下岸 宏靖
令和3年度会長



HIROSHIMA YEG  ENTRE PRESS 2

Officer  Introduction【令和３年度】　役員及び特別委員長紹介

会長

下岸 宏靖
直前会長

光村 暢純
会務グループ副会長

田中 孝幸
広報グループ副会長

川上陽一郎
パッショングループ副会長

沖本 道佳
交流グループ副会長

森　 亮介
ビジネス拡散グループ副会長

小川 智久
フォローアップグループ副会長

寺澤 脩平
未来グループ副会長

上田 堅司
DXグループ副会長

山本 　速

監事

長島 周平
監事

森吉 　哉
総務委員長

丸子 洋平
広報委員長

今田 勇人
魅力発信委員長

尾山 直大
熱情YEAR委員長

武末 貴子
熱烈歓迎委員長

谷　 太輔
会員交流委員長

田丸 昌平
コンシェルジュ委員長

月森 美香
YEG連帯UP委員長

大下 修司

広島の未来創造委員長

中野 正士
チャレンジ委員長

有本 　智

新入会員フォロー
アップ特別委員長

林 大一郎
YEG探求特別委員長

庄子 佳宏
ラストイヤー特別委員長

金堀 健一

　まずは令和３年度を皆様と共に活動できたことを嬉しく思っております。有り難うございました。また卒業生の皆さん、
ご卒業おめでとうございました。そして温かく応援下さったOB・OGの皆様、青年部活動をお支え頂いた事務局の皆様
にも深く感謝を申し上げます。一年間、本当に有り難うございました。
　この一年を振りかえると、昨年から引き続きコロナとの闘いの一年でした。さらに戦争という悲惨な出来事が海外で
は起こっています。初めて国会で外国の国家元首が演説する、日本も無関係では無い、そんな危機意識が共有されたの
ではないでしょうか。
　私たちは広島にくらし、業を営む青年経済人のあつまりです。おそらく平和の尊さを誰よりも知っている、そして願っ
ているはずです。当たり前の幸せは世の中が平和であればこそ。まさにそれを実感する一年だったかと思います。
　昨年度から続くコロナ禍の中、どのような形でYEG活動を実施するか。状況が変化する中、会員の皆様には不安や不
満を感じさせたこともあったかと思います。しかしそんな中でも、前向きにその時に出来ることを全力で取り組んでこ
れたのはYEGの力だと思います。設立から25年、先輩方が作り上げ、それを前へ前へと進み続けてきたおかげで今が
あります。どのような形であれ諦めることなく行動する。それこそがYEGとしての責務であり、広島の将来発展の原動
力になっていくと私は思います。
　今年度の活動の中で、広島YEGとして未来へ向けての一歩を踏み出す決意を表明したものがあります。令和９年度全
国大会開催地への立候補意思の表明です。第２回通常会員総会で決議された広島県連への回答をもって、開催候補地へ
の立候補意思の表明をしました。次年度以降、どんどん具体的な話が出てくると思います。全国大会への流れの中で、
広島YEGとして広島の魅力を発信し続けることで、YEGはより魅力的な会へと成長していけるものと信じています。
　改めて言うまでも無く、YEGは商工会議所の青年部です。広島商工会議所活動の一翼を担い、次代へ続く道を切り拓き、
わたしたちの街広島が将来にわたって発展していく為に、今できることを精一杯、諦めずに、努力し、模索し、考え、
動き続ける。ひとりでは難しくとも志を同じくする仲間となら困難に立ち向かう勇気が持てるはずです。YEGの可能性
を信じて、これからも積極的に活動していきましょう。

下岸 宏靖
令和3年度会長

Look back on 2021
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第
１
回
通
常
会
員
総
会

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
４
月
23
日
（
金
）

 

場　
　

所 　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

 

担　
　

当 　

総
務
委
員
会

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
な
い
よ
う
、
対
策
を
と
っ
た
上

で
総
会
を
開
催
し
つ
つ
、
懇
親
会
に
つ
い
て

は
中
止
と
し
ま
し
た
。
通
常
会
員
総
会
後
の

写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
出
席

者
全
員
の
写
真
撮
影
は
行
わ
ず
、
出
席
会
員

退
室
後
に
役
員
の
み
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
、
会
員
の
皆
様
な
ど
の
ご
協
力
で
、

ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
発
生
す
る
こ
と
な
く
無
事

に
総
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
様
に
は
当
日
早
め
に
ご
集
合
い

た
だ
き
役
員
紹
介
（
登
壇
・
降
壇
）
の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
っ
た
結
果
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が

実
現
で
き
ま
し
た
。

５
月
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
５
月
27
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、

�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

 

担　
　

当 　

チ
ャ
レ
ン
ジ
委
員
会

　

会
員
に
向
け
て
第
１
部
で
は
Ｄ
Ｘ
の
基
本

的
な
知
識
を
学
ぶ
勉
強
会
、
２
部
で
は
株
式

会
社
広
島
マ
ツ
ダ
の
松
田
哲
也
氏
を
講
師
に

呼
ん
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
な
い
心
構
え
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
施
し
た
結
果
、
第
１
部
は
72
％
の
方
が

参
考
に
な
り
、
第
２
部
は
98
・
5
％
が
参
考
に

な
っ
た
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
関
し

て
一
番
多
か
っ
た
意
見
は
「
集
中
し
て
話
が

聞
け
た
、見
や
す
か
っ
た
」
と
い
う
点
や
「
講

師
に
よ
っ
て
は
使
い
分
け
た
ほ
う
が
い
い
」

や
「
参
加
す
る
人
に
よ
っ
て
使
い
分
け
た
ほ

う
が
い
い
」
な
ど
の
意
見
で
す
。
こ
れ
は
目

的
に
よ
っ
て
ツ
ー
ル
を
使
い
分
け
た
ほ
う
が

い
い
と
言
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
み
な
さ
ん
に
こ

の
例
会
を
通
し
て
感
じ
て
頂
け
た
結
果
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
松
田
哲
也
氏
の
講
演
は
「
元
気
が
出

た
」「
い
い
刺
激
や
勇
気
が
も
ら
え
た
」「
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
大
切
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど
多

く
の
前
向
き
な
意
見
を
頂
き
、
会
員
の
皆
様

の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド

を
変
革
す
る
一
助
と
な
る
と
い
う
目
的
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
講
演
会
終
了
直
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
す
ぐ
実
施
で
き
た
こ
と
で
回
答
率
が
高
く
、

様
々
な
意
見
を
頂
け
ま
し
た
。
今
後
の
オ
ン

ラ
イ
ン
例
会
に
つ
な
が
る
貴
重
な
ご
意
見
を

た
く
さ
ん
頂
け
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

６
月
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
６
月
24
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

会
員
交
流
委
員
会

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
を
目
的
と
し
た
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
平
成
11
年
度
会
長
の
宗
兼
邦

生
先
輩
と
下
岸
宏
靖
会
長
の
お
二
人
に
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て
対

談
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宗
兼
先
輩
に
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
設
立
当
時
の
お

話
し
や
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
意
義
に
つ
い
て
細
部

に
わ
た
っ
て
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
お
話
し

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
会
の
将

来
や
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
い
現
状
を
い
か

に
切
り
抜
け
る
か
等
に
つ
い
て
も
非
常
に
勇

気
や
希
望
の
湧
い
て
く
る
励
ま
し
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ニ
ス
ト
だ
よ
！
全

員
集
合
！
」
と
題
し
ま
し
て
ク
イ
ズ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
問
題
を
通
し
て

過
去
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
現
役
会
員
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
総

勢
117
名
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
画
面
上
で
回
答
を
一

致
さ
せ
る
た
め
に
協
力
す
る
と
と
も
に
ク
イ

ズ
と
し
て
出
題
し
た
過
去
の
事
業
を
担
当
さ

れ
た
先
輩
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
当
時

を
思
い
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
全
員
が
連

携
し
、
一
体
感
を
出
す
こ
と
に
よ
り
達
成
感

を
得
ら
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
方
法
で
あ
っ

て
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
参
加
が
な

か
な
か
集
ま
ら
ず
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
正
副

会
や
各
委
員
長
か
ら
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
、
最
終
的
に
は
41
名
も
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

方
々
に
ご
出
席
の
登
録
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
現
役
会
員
は
１０８
名
の
出
席
登
録
）。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

７
月
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
例
会

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
７
月
30
日
（
金
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
委
員
会

　

本
例
会
は
、
会
員
の
業
務
内
容
と
人
と
な

り
を
相
互
に
知
り
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
想
い
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ご
自
身
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、
仕

事
着
や
私
服
等
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、
飲
食

を
可
と
し
、
懇
親
会
の
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

ム
ー
ド
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
発
展
の
秘
訣
を
動
画
に
て
放
映
し
共
有

し
た
上
で
、当
委
員
会
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
が
進
行
す
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
ご
案
内
し
ま
し
た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
と
交
流
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
シ
ャ
ッ
フ
ル
機
能

を
利
用
し
、
各
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
に

分
か
れ
、
運
命
で
同
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
方

の
業
務
内
容
と
人
と
な
り
を
相
互
に
認
識
で

き
る
設
え
と
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ.

1
で
は
親
近
感
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
事
前
に
準
備
し
た
フ
リ
ッ
プ
を

用
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
自
己
紹
介
を
し
、
ま

た
、
会
員
の
人
と
な
り
を
知
れ
る
よ
う
、
順

番
に
武
勇
伝
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ.

2
で
は
グ
ル
ー
プ
内
の
全
員
が

参
加
で
き
る
よ
う
、
挙
手
制
で
仕
事
に
関
す

る
ル
ー
ツ
や
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
ど
れ
だ
け
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
な
ど
の
設
問
に

答
え
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
こ
と
を
認
識
す

る
内
容
に
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ.

3
で
は
会
員
の
業

務
内
容
を
認
識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
仕
事
に
関
す
る
三
択

ク
イ
ズ
を
順
番
に
出
題
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
各
会
員
の

普
段
の
生
活
感
を
探
る
よ
う

な
設
問
に
も
答
え
て
い
た
だ

き
、
人
と
な
り
の
認
識
に
繋
げ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
の
活
用
方
法
や
登
録

方
法
を
当
委
員
会
で
分
か
り

易
く
制
作
し
た
動
画
を
放
映

し
、
当
日
会
っ
た
会
員
を
後
日

に
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に

は
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
当
日

の
写
真
を
載
せ
た
エ
ン
ド

ロ
ー
ル
を
流
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
対
面
の
例
会
も
計

画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
の
方
が
目
的
達
成
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
、
ま
た
予
約
演
習
な
ど
準
備
に

相
当
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

早
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
舵
を
切
り
ま
し

た
。
実
際
当
日
で
は
マ
ス
ク
も
外
し
、
飲
食

を
し
な
が
ら
皆
様
が
笑
顔
で
交
流
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
業
務
内
容
や
人
と

な
り
を
楽
し
く
知
り
、
親
睦
が
深
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
参
加
会
員
の
皆
様
が
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
何
度
も
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
練
習
の
段
階
で
修
正
を
繰
り

返
し
た
結
果
が
全
て
当
日
に
表
れ
て
お
り
、

ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

例  会
Regular meeting

オンラインオンラインオンラインオンライン

○○○○○
○○○○

1.○○○○
2.×××
3.△△△

広島商工会議所青年部  令和3年度  7月ビジネスコンシェルジュ例会  

みなさんのお仕事や人となりをもっと知ってもらう例会です。 
会員同士の親睦をさらに深め、
今後、より一層のビジネス拡散につながる企画を
たくさんご用意していますので、是非ご参加ください。

YEGのみんな
来てくれるかなっ？

【日 時】令和3年7月30日(金) 19:00～20:45 

お仕事内容を知る

人となりを知る
+

今後、より一層のビジネス拡散につながる企画を
たくさんご用意していますので、是非ご参加ください。

× ＝親睦 ビジネス
拡散

お仕事内容はもちろん、
みんなの武勇伝や趣味なども

お聞かせください!!

お願い2 お願い3

人となりを知って頂きたいので、ご自身をアピールできる
ような服装でご参加ください!仕事着、私服、何でもOKです! 
可能な方は飲食OK。リラックスしてご参加ください！

当日はご自身の「武勇伝」をご紹介して
いただきますので、事前に考えておい
てください！

仕事内容を知ってもらうためのきっか
けとして、ご自身の仕事に関する「三択
クイズ」を出してもらいます。ぜひ、クイ
ズを考えてきてください！

お仕事にまつわる
三択クイズを出題！

人となりを知って頂きたいので、ご自身をアピールできる人となりを知って頂きたいので、ご自身をアピールできる人となりを知って頂きたいので、ご自身をアピールできる
ような服装でご参加ください!仕事着、私服、何でもOKです! 
可能な方は飲食OK。リラックスしてご参加ください！

あなたはどっち派？
仕事着or私服

過去の
栄光や武勇伝
を教えて！！

笑っていい友!

お願い1
URLなどの配信に関する情報は事務局よりメールにてお知らせします。

私の武勇伝と
いえば・・・

次の３つのうち
どれでしょう！

カメラに見せるよ
うに事前に紙に
書いておくと尚
GOOD!!

カメラに見せるよ
うに事前に紙に
書いておくと尚
GOOD!!

みんなに自
分を

PRしていこ
う！ お仕事をPR

できる

チャンス！
短時間に何人

お友達ができ
るかな？

※URLなどの配信に関する情報は改めて事務局よりメールにてお知らせします。
※配信等に関するご質問は、右記の担当委員会副委員長宛にお願いします。

仕事着や私服など、ご自身をアピールできる服装で参加

可能な方は飲食もOK！懇親会のように
リラックスムードで参加してください。

1
当日の楽しみ方！

Schedule

19：00～ 開会宣言
　綱領朗読・指針朗読
　会長挨拶
　ビジネスマッチング事例紹介動画上映
　趣旨説明

19：19～ 画面移動（シャッフル）

19：24～ ニックネーム
      de
かしこまり～
武勇伝

19：37～ 画面移動（シャッフル）

19：42～ ルーツ
ファインディング

19：52～ ビジネス
マッチングリサーチ

20：02～ 画面移動（シャッフル）

20：07～ 業務知って
もらえるジュ

20：22～ 人となリサーチ
20：32～ 画面移動

（Zoomメインセッションへ）

20：37～ ビジネスマッチングノート
紹介動画上映

20：41～ 監事講評

20：40～ 委員会PR

20：45　 閉会

コンシェルジュ委員会 委員長 月森美香  mikatsukimori-chao@yahoo.co.jp  090-4579-5805［担当委員会］

〒730-8510 広島市中区基町5-44   広島商工会議所 中小企業振興部内 広島YEG事務局
TEL 082-222-6661 / FAX 082-222-6006　yeg@hiroshimacci.or.jp    http://www.h-yeg.jp

［事　務　局］

ニックネームdeかしこまり～武勇伝
グループ内で乾杯をした後、「氏名（フルネーム）」、
「ニックネーム」、「武勇伝」をテンポよく発表していただきます。
2

「○○○○です！ニックネームは×××
 です。学生時代に空手の全国大会で
 準優勝したことがあります！
 かしこまり～！！」　など

例えば

業務知ってもらえるジュ
ご自身の仕事に関するクイズを
予め三択用意いただき、
グループ内全員で答えてもらいます。

5
「私がお店でしていないことは
 どれでしょうか。」
①アロママッサージ
②フェイシャル
③リフレクソロジー（足裏）　など

例えば

ルーツファインディング
みんなの仕事に関するルーツ等を質問形式で探っていきます。3

「ご自身で起業した方挙手してください！」
「今の会社で勤続10年以上の方挙手してください！」　など例えば

ビジネスマッチングリサーチ
YEGに入会された目的や経緯、どのくらいビジネスに発展しているか
などを質問し、ビジネスに繋がった経緯などリサーチしていきます。

4
「YEG間でビジネスを依頼したことある方は挙手してください。」
「YEG間でビジネスを依頼されたことがある方は挙手してください。」　など例えば

人となリサーチ
みんなの人となりや人間性をより深く知ることができるよう、
価値観や生活観などにも迫り、質問形式でリサーチしていきます。

6
「メール・LINEは早く返す方ですか？」
「何かルーティンはありますか？」　など質問例

●石井副委員長 090-7976-9454
●久保田副委員長 090-3549-7322
●名越副委員長 090-8997-9397

18:30～ Zoom入室
　（ （Zoomの表示名にフルネームと
ニックネームを入れておいてください

フルネームとニックネームを入れておいてください。
［例］月森美香 みー

武勇伝を事前に
考えてきてね！
紙に書いておくと
尚GOOD!!

ビジネスで
使っている道具
などでもOK！

ぜひ、クイズを
考えてきてください！

紙に書いておくと
尚GOOD!!
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10
月
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会

 
日　
　

時 　

令
和
３
年
10
月
28
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
携
Ｕ
Ｐ
委
員
会

　

本
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
で
国
内
外
が
未
曾
有
の
危
機
に
直

面
す
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
会
員

同
士
の
強
固
な
絆
づ
く
り
や
連
帯
Ｕ
Ｐ
に
つ

な
が
る
事
を
目
的
と
し
、
サ
ッ
カ
ー
解
説
者

で
あ
り
ま
す
、
松
木
安
太
郎
氏
を
講
師
に
迎

え
「
絆
で
未
来
を
切
り
拓
く
！！
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

松
木
氏
の
プ
ラ
ス
思
考
は
、
絆
や
チ
ー
ム

の
連
帯
感
を
生
む
き
っ
か
け
を
あ
た
え
、
特

に
マ
イ
ン
ド
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
３
Ｍ
の
循
環
は
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
や
自
社
へ
落
と
し
込
み
が
で
き
る

講
演
内
容
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
回
通
常
会
員
総
会

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
11
月
26
日
（
金
）

 

場　
　

所 　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

�

4
階　

悠
久

 

担　
　

当 　

総
務
委
員
会

　

審
議
事
項
に
つ
い
て
の
議
案
を
諮
っ
た
結

果
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
会
場
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

４
月
の
第
１
回
通
常
会
員
総
会
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

で
対
策
を
と
っ
た
上
で
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
な
お
、
懇
親
会
に
つ
い
て
は
中
止
と
し

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
な
ど
の
ご
協
力
で
、
ク
ラ
ス

タ
ー
な
ど
発
生
す
る
こ
と
な
く
無
事
に
総
会

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次
年
度
役

員
予
定
者
の
皆
様
に
は
当
日
早
め
に
ご
集
合

い
た
だ
き
役
員
紹
介（
登
壇
・
降
壇
）の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
っ
た
結
果
、
第
２
号
議
案
に
つ
い

て
も
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

忘
年
会

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
12
月
16
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

�

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

3
階　

プ
ラ
ド
＆
オ
ン
ラ
イ

ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 
担　
　

当 　

チ
ャ
レ
ン
ジ
委
員
会

　

本
事
業
は
会
員
に
向
け
て
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

活
用
し
た
今
ま
で
に
な
い
形
式
の
忘
年
会
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
が
Ｄ

Ｘ
時
代
を
迎
え
る
為
の
新
た
な
発
見
を
し
て

も
ら
う
事
と
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
１
年
を
振
り

返
っ
て
も
ら
い
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
活
か

せ
る
気
付
き
を
得
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
を
「
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

２
０
２
１ 

３
Ｄ
忘
年
会
～
発
見
（
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
）・

Ｄ
Ｘ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
（
Ｄ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
ｅ
）
～
」

と
し
て
、
発
見
・
Ｄ
Ｘ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
と
３

つ
の
パ
ー
ト
に
イ
ベ
ン
ト
を
分
け
ま
し
た
。

実
施
し
た
結
果
、
全
体
の
評
価
と
し
て
56
・

４
％
の
方
に
「
す
ば
ら
し
い
」
と
の
評
価
を

頂
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
で
会
場
参
加
者
104
名
（
当
日
の
飛
び
入
り

参
加
２
名
含
む
）
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者
が
８
名

の
合
計
112
名
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
５
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会
と
比
べ
、
会

場
参
加
だ
と
出
席
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

新
年
互
例
会

 

日　
　

時 　

令
和
４
年
１
月
27
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

情
熱
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
委
員
会

　

本
事
業
は
賀
詞
交
換
と
交
流
そ
し
て
会
員

の
皆
様
が
令
和
３
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
一
以

貫
之
」
を
今
一
度
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
新
年
互
礼
会
を
ど
ん
な
状
況

で
あ
っ
て
も
必
ず
開
催
し
た
い
と
い
う
想
い

で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
の
30
分
は
厳
粛
な
雰
囲
気
で
式
を
行

う
た
め
に
動
画
撮
影
、
編
集
、
配
信
は
業
者

に
依
頼
し
、
残
り
60
分
は
交
流
と
一
以
貫
之

を
再
認
識
す
る
時
間
と
し
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

設
え
が
で
き
た
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
賀
詞
交
換
は
出
席
者
の

方
々
の
名
刺
代
わ
り
と
な
る
バ
ー
チ
ャ
ル
背

景
は
、
各
委
員
会
に
色
分
け
し
た
の
は
華
や

か
さ
と
委
員
会
の
一
体
感
を
演
出
す
る
た
め

で
も
あ
り
内
容
は
手
帳
に
書
か
れ
て
い
る
名

前
（
ふ
り
が
な
）、
役
職
、
業
種
、
新
年
の
ご

挨
拶
一
言
と
会
社
概
要
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
あ
る
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
作
成
し

添
付
し
ま
し
た
。
極
力
携
帯
電
話
以
外
の
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
入
室
を
お
願
い
し
た
理
由
は
、
会
員

同
士
の
会
社
概
要
を
携
帯
電
話
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
他
社
の
事
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
り
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
み
る
こ
と
が
で
き
会
員
同
士
の

会
社
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
は
個
々

に
違
う
た
め
一
人
ひ
と
り
送
り
、個
人
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
送
る
た
め
迷
惑
メ
ー
ル

フ
ォ
ル
ダ
に
振
り
分
け
ら
れ
る
可
能
性
を
考

え
、
各
委
員
長
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
バ
ー

チ
ャ
ル
背
景
を
送
り
届
い
て
い
な
い
と
連
絡

が
あ
っ
た
出
席
者
の
方
に
は
対
応
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
を
設
定
で
き
な
い
方
の
対

応
と
し
て
枡
に
バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
の
内
容
と
同

じ
項
目
を
印
刷
し
ま
し
た
が
、
木
目
の
関
係

上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
以
外
を
記
載
し
ま
し
た
。

　

一
体
感
を
演
出
し
た
く
事
前
に
出
席
者
に

乾
杯
セ
ッ
ト
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
枡
、
日
本
酒
、

お
つ
ま
み
）
を
準
備
し
郵
送
し
ま
し
た
。
こ

の
度
は
受
益
者
負
担
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
登
録
者
数
に
対

し
出
席
率
は
高
か
っ
た
で
す
が
、
会
費
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
枡
だ
け
で
も
会
員
全
員
へ
対
応
で

き
て
い
れ
ば
出
席
人
数
は
増
え
た
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
字
画
占
い
で
福

男
・
福
女
の
方
に
は
、
全
員
の
前
で
一
言
ず

つ
い
た
だ
い
た
の
は
、
少
し
で
も
会
員
の
方

を
認
知
し
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
流
の
時
間
（
20
分
を

２
回
）
も
長
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
出
席
し
て
下
さ
っ
た
方
々
か
ら
も

楽
し
く
時
間
的
に
も
丁
度
良
か
っ
た
と
い
う

意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
以
貫
之
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
く

ク
イ
ズ
で
は
基
本
方
針
か
ら
三
択
ク
イ
ズ
を

主
に
行
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
を
出
題
す
る
に

あ
た
り
当
委
員
会
で
は
基
本
方
針
を
見
直
す

機
会
が
設
け
ら
れ
、
出
席
者
の
方
に
も
ク
イ

ズ
の
答
え
を
考
え
る
こ
と
で
再
認
識
し
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
動
画
で
は
各
委
員
会
の
一

以
貫
之
を
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

委
員
会
と
し
て
何
を
貫
き
通
す
か
を
再
認
識

が
で
き
た
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
月
例
会

 

日　
　

時 　

令
和
４
年
２
月
15
日
（
火
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

広
島
の
未
来
創
造
委
員
会

　

本
事
業
は
、
会
員
に
向
け
現
在
進
行
形
で

拡
大
し
続
け
て
い
る
社
会
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
世
界
共
通
指
標
と
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
切
り
口
か
ら
、
買
い
手
、
売
り
手
、
作

り
手
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
持
続
可
能
な

世
界
を
実
現
す
る
為
に
求
め
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
親
和
性
の
高
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
親
会
と
も
連
携
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
つ
ま
れ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
森
～
便
利
な
世
の

中
だ
か
ら
課
題
も
あ
る
～
、
第
二
次
「
商
工

会
議
所
環
境
行
動
計
画
」
と
２
つ
の
パ
ー
ト

に
分
け
て
実
施
致
し
ま
し
た
。
実
施
し
た
結

果
と
致
し
ま
し
て
は
、
88
％
の
方
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
60
％
の
方

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
親
和
性
の
高
さ

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
、
概
ね

達
成
で
き
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
ス
ク
リ
ー
ン

と
い
う
対
話
型
の
ア
プ
リ
ツ
ー
ル
を
利
用
し

ま
し
た
が
、
凡
そ
好
評
で
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
る

事
が
出
来
た
。
分
か
り
易
か
っ
た
。
コ
メ
ン

ト
ス
ク
リ
ー
ン
が
良
か
っ
た
等
様
々
な
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
意
見
を
い
た
だ
く
事
が
出
来
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
開
催
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
事
業
開
催
に
向
け

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
式

 

日　
　

時 　

令
和
４
年
３
月
17
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

�

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島　

４
Ｆ　

ロ
イ
ヤ
ル

 

担　
　

当 　

会
員
交
流
委
員
会

　

第
一
部
は
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
卒
業
式
を

行
い
ま
し
た
。
卒
業
生
に
感
謝
の
意
を
込
め

送
り
出
す
、
卒
業
生
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
青

年
部
の
活
動
を
支
え
て
い
く
会
員
に
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
卒
業
生
と
懇
親
を
深
め
る
卒
業
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パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
ま
し
た
。「
気
持
ち
よ
く
な

る
ま
で
卒
業
で
き
ま
テ
ン
」
と
題
し
ま
し
て

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
委
員
会
卒
業

生
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
生
出
演
の
「
そ
れ
い
け
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

２
０
２
１
」
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
上
映
で

は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
の
経
験
を
歌
詞
に
し
た
パ

ロ
デ
ィ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
卒
業
生
一
言
あ

い
さ
つ
は
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
在

籍
年
数
の
長
か
っ
た
方
短
か
っ
た
方
か
ら

様
々
な
角
度
で
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
の
経
験
や
思
い

出
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

役
員
皆
様
の
お
計
ら
い
に
よ
り
、
本
年
度

最
後
の
事
業
と
し
て
会
員
が
集
い
対
面
で
開

催
で
き
た
こ
と
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
積
極
的
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
こ
と
な
ど
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
事

務
局
の
方
々
に
於
か
れ
ま
し
て
は
準
備
か
ら

当
日
ま
で
ご
多
大
な
る
協
力
賜
り
ま
し
た
こ

と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

家
族
会
事
業

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
８
月
29
日
（
日
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

魅
力
発
信
委
員
会

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
」

と
題
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
兵
庫
県
た
つ
の
市

室
津
港
の
紹
介
と
山
本
恭
湖
先
生
に
よ
る
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ベ
ル
タ
イ

ム
で
は
事
前
に
室
津
港
を
訪
れ
現
地
の
映
像

と
地
元
の
方
の
お
話
を
収
録
し
て
、
ク
イ
ズ

な
ど
も
織
り
交
ぜ
た
動
画
と
し
て
魅
力
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ク
ッ
キ
ン
グ
タ
イ
ム
で
は
山

本
恭
湖
先
生
の
「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ 

ｇ
ｒ
ｉ
ｏ

ｔ
ｔ
ｅ
」
を
拠
点
に
室
津
港
で
養
殖
さ
れ
て

い
る
播
州
サ
ー
モ
ン
を
使
っ
て
３
品
の
料
理

を
作
り
ま
し
た
。
本
事
業
を
通
し
て
小
さ
な

お
子
様
か
ら
普
段
料
理
を
し
な
い
方
々
ま
で

初
め
て
の
体
験
を
得
る
事
が
で
き
、
ご
家
族

で
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
と
言
う
声
も
た

く
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
該
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
会
員
の
皆
様
と
そ
の
ご
家
族

へ
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

絵
本
寄
付

 

日　
　

時 　

令
和
３
年
11
月
18
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

広
島
市
役
所　

経
済
観
光
局

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
お
預

か
り
し
て
い
た
絵
本
「
お
か
ね
っ
て
な
ぁ

に
？
」
30
冊
を
広
島
市
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

当
日
、
下
岸
会
長
、
川
上
副
会
長
、
尾
山

委
員
長
が
、
広
島
市
経
済
観
光
局
の
津
村
局

長
を
訪
ね
て
絵
本
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
礼
状
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

新
入
会
員
紹
介
事
業

 

日　
　

時 　

令
和
４
年
１
月
27
日
（
木
）

 

場　
　

所 　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

 

担　
　

当 　

熱
烈
歓
迎
委
員
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
新
入
会
員
紹
介
事
業
を
完
全
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
本
事
業
で
は

期
待
と
不
安
を
抱
え
た
新
入
会
員
を
現
役
会

員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
入
会
員
紹
介
を
行
う

こ
と
で
、
新
入
会
員
の
定
着
率
と
今
後
の
青

年
部
活
動
へ
の
参
加
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
新
入
会
員
紹
介
冊
子
」

と
「
新
入
会
員
紹
介
動
画
」
を
作
成
・
披
露

し
ま
し
た
。

　
「
新
入
会
員
紹
介
冊
子
」
は
各
委
員
会
メ

ン
バ
ー
が
所
属
す
る
新
入
会
員
の
こ
と
を
思
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ペ
ー
ジ
を
集
め

て
１
つ
の
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
熱
い
思

い
の
こ
も
っ
た
冊
子
を
長
期
間
有
効
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
新
入
会
員
の
こ
と
を
多
く
の

会
員
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
製
本
し
、
例

会
前
に
全
会
員
に
配
布
し
、
冊
子
を
ご
用
意

の
上
、
例
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冊
子
を
作
成
・
配
布
す
る
こ
と
で
新
入
会

員
の
業
務
内
容
や
人
と
な
り
を
全
会
員
に
周

知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
新
入
会
員
紹
介
動
画
」
は
新
入
会
員
一
人

ず
つ
撮
影
す
る
の
で
は
な
く
、
新
入
会
員
と

現
役
会
員
が
協
力
し
て
作
成
す
る
過
程
を
大

切
に
す
る
た
め
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
４
本
の

動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
動
画
３
本
は
令
和
２
年
度
と

３
年
度
の
新
入
会
員
を
委
員
会
単
位
で
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の
３
グ
ル
ー
プ
を

当
委
員
会
の
３
人
の
副
委
員
長
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
企
画
か
ら
撮
影
ま
で
を
行
い
、
作

成
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
動
画
１
本
は
委
員
会
に
未
配
属
や

撮
影
の
予
定
が
合
わ
ず
、
グ
ル
ー
プ
撮
影
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
新
入
会
員
を
新
入
会
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
特
別
委
員
会
の
林
特
別
委

員
長
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
撮
影
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
動
画
を
作
成
す

る
た
め
に
事
前
の
準
備
、
打
ち
合
わ
せ
を
何

度
も
繰
り
返
し
、
共
に
練
習
し
、
ま
た
チ
ャ

ペ
ル
や
神
社
を
利
用
し
た
り
、
ど
の
よ
う
に

撮
影
し
た
ら
新
入
会
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
え
る
か
を
考
え
な
が
ら
シ
ナ
リ
オ
を
考
え

た
り
参
加
者
全
員
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
楽
し

ん
で
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

準
備
過
程
を
重
要
視
し
た
冊
子
や
動
画
を

例
会
で
披
露
し
た
結
果
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

か
ら
は
「
準
備
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
達
成
感

が
あ
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
親
睦
が
深
ま
っ

た
」「
新
入
会
員
の
こ
と
を
知
れ
た
」
等
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

新
入
会
員
か
ら
も
「
多
く
の
会
員
と
関
り
が

持
て
て
よ
か
っ
た
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
対
し
て
前
向

き
に
な
れ
た
」「
ま
た
集
ま
り
た
い
」
等
の
ご

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
新
入
会
員
の
定
着
率
と
今
後

の
青
年
部
活
動
へ
の
参
加
率
の
向
上
に
つ
な

げ
る
一
助
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
報
事
業

 

日　
　

時 �

令
和
４
年
３
月
16
日（
水
）か
ら

�

令
和
４
年
３
月
22
日（
火
）ま
で

 

場　
　

所 　

�

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

特
別
サ
イ
ト

 

担　
　

当 　

広
報
委
員
会

 

対　
　

象 　

�

広
島
商
工
会
議
所
青
年
部
会

員
、
会
員
家
族
、
会
員
企
業

の
従
業
員
の
皆
様

　

本
事
業
で
は
サ
イ
エ
ン
ス
作
家
・
理
学
博

士
と
し
て
ご
活
躍
の
竹
内
薫
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
99
・
９
％
は
仮
説
～
思
い
込
み
で

判
断
し
な
い
た
め
の
考
え
方
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
日
常
で
耳
に
す
る
よ
う
な
時
事

問
題
と
絡
め
な
が
ら
そ
の
事
象
を
色
ん
な
視

点
か
ら
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
科
学
的
観
点
か
ら
未
来
で
予
測
さ

れ
る
仮
説
を
立
て
て
、
今
後
我
々
の
生
活
や

社
会
に
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
考
え
方

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

事業
報告
Business
Report
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中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

交
流
委
員
会　

多
田　
　

智

　

今
回
、
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
会
に
は
２
回
目

の
出
向
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

前
回
の
出
向
の
時
は
、
楽
し
く
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
回
の
出
向
も
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
委
員
会
も

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、
前

回
ほ
ど
他
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
交
わ
る
時

間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
委
員
会
活
動
を
通
し
て
、

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
主
管
し
た
井
原
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
思
い
や
新
し
く
知
り
合
え
た
メ
ン
バ
ー

と
で
き
る
範
囲
で
交
流
を
深
め
ら
れ
、
出
向

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
し

ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
委
員
会
は
、
年
間
５
回
程
度

で
時
間
も
そ
こ
ま
で
費
や
さ
ず
、
費
用
も
あ

ま
り
か
か
ら
な
い
の
で
、
自
分
の
見
識
や
他

単
会
の
情
報
を
得
る
に
は
い
い
場
所
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
若
い
メ
ン
バ
ー
に

は
出
向
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

会
長　

光
村　

暢
純

　

令
和
３
年
度
直
前
会

長
と
広
島
県
商
工
会
議

所
連
合
会
会
長
と
い
う

大
役
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
光
村
暢
純
で
す
。
昨
年
か
ら
続
く

コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
年
度
も
下
岸
会
長
率
い
る

令
和
３
年
度
も
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

時
代
が
大
き
く
、
も
の
す
ご
い
速
さ
で
動
い

て
い
く
。
そ
ん
な
時
代
の
中
で
も
、
決
し
て

ぶ
れ
な
い
た
め
に
強
い
芯
を
貫
き
通
す
、
一

以
貫
之
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
深
く
考
え

る
こ
と
も
多
く
、
私
自
身
大
変
勉
強
に
な
る

一
年
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
は
ど
う
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
は
参
加
し
て
み

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
卒
業
後
に
わ
か
る
こ
と
も
有
る
か
と
思

い
ま
す
。
単
会
で
も
そ
う
で
す
が
、
県
連
や
、

ブ
ロ
ッ
ク
、
日
本
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
来
年
度
は
ま
た
た
く
さ
ん
の

学
び
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
県

連
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
や
様
々
な
事
業
に
、
楽
し

ん
で
笑
顔
で
共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

副
会
長　

庄
子　

佳
宏

　

広
島
県
連
副
会
長
と

し
て
、
１
年
間
出
向
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
連
携
委
員
会
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
出
向
者
名
簿
の
作
成

と
全
国
大
会
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
出
向
者
名
簿
を
掲
載
し
た
冊
子

を
作
成
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
経
費
削
減
と

利
便
性
を
考
え
、エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
に
デ
ー

タ
で
掲
載
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
の
広
島
県
連
に

お
い
て
、
令
和
９
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大

会
の
主
管
立
候
補
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
今
後
、
広
島
県
連
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
べ
き
か
調
査
し
、
資
料

に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
全
国
大
会
開

催
に
向
け
て
様
々
な
こ
と
が
動
き
出
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

県
連
出
向
の
醍
醐
味
は
、
他
単
会
の
方
々

と
の
交
流
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
直
接
集
ま
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど
で
多
く
の
方
々
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

理　

事　

上
田　

堅
司

　

県
連
理
事
と
し
て
１

年
間
出
向
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
続
き
、
対
面

で
の
会
議
が
出
来
な
い
事
が
多
く
、
中
々
、

他
単
会
の
方
々
と
交
流
出
来
に
く
い
１
年
間

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
で
各
単
会
の
事
業
の
内
容
を
聞
き
、
ど

の
よ
う
な
想
い
で
活
動
さ
れ
て
い
る
の
か
を

傾
聴
す
る
中
で
、単
会
同
士
の
連
帯
感
も
徐
々

に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

東
広
島
で
の
会
員
大
会
が
対
面
で
（
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）
開
催
さ
れ
、
心
の
こ
も
っ
た
素

晴
ら
し
い
設
営
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
県
連

全
体
で
の
連
帯
感
と
達
成
感
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、福
山
で
の
県
連
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
開
催
さ
れ
、
非
常
に
実
り
の
あ
る
対

談
と
な
り
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
資
質
向
上

に
大
き
く
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
個
人
的
な
感
想
で
す
が
、
他
単
会

の
方
と
交
流
す
る
事
に
よ
り
、
勉
強
に
な
る

事
が
多
く
、
素
晴
ら
し
い
機
会
を
い
た
だ
い

た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
是

非
、
県
連
へ
の
出
向
を
し
て
い
た
だ
き
、
学

び
の
機
会
を
体
験
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会　

交
流
促
進
委
員
会

�

副
委
員
長　

吉
岡　

佑
樹

　

今
年
も
広
島
県
連
交

流
促
進
委
員
会
副
委
員

長
と
し
て
出
向
い
た
し

ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
対
面
で
の
委
員
会
が
数
回
し
か
開
催
さ

れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
ズ
ー
ム
で
の
開
催
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
各
単
会
か
ら
の
出
向
者
の

皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
各
単
会
の
メ

ン
バ
ー
が
交
流
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
最

終
的
に
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
を
提
案
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

残
念
で
す
が
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
度
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

是
非
県
連
交
流
事
業
が
あ
る
時
に
は
皆
さ
ん

参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
県
連
に
も
出
向
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

色
々
な
体
験
や
人
脈
も
広
が
る
と
思
い
ま

す
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

総
務
連
携
委
員
会　

大
下　

修
司

　

総
務
連
携
委
員
会
の

委
員
と
し
て
１
年
間
出

向
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

委
員
会
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

用
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
主
に
、
令
和
９
年
度
全
国
大

会
に
向
け
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成

や
開
催
地
立
候
補
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
年
度
で
は
手
帳
を
作
成
せ
ず
、

連
絡
ツ
ー
ル
と
し
て
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
を

活
用
す
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
単
会
の
状
況
や
例
会
開
催
な

ど
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、情
報
を
共
有
し
メ
ン
バ
ー

間
の
繋
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

３
年
連
続
で
県
連
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
新
た
な
仲
間
も
増
え
、
自
分
の
目
的
で

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
満
足
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
広
い
視
野
を
も
っ
て
進
ん
で
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
１
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会　

�

総
務
連
携
委
員
会　

木
村　

剛
嘉

　

今
年
度
、
総
務
連
携

委
員
会
の
委
員
と
し
て

１
年
間
出
向
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

委
員
会
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
主
に
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
用
し
て
の
開
催
と
な
り
、
対
面
形

式
で
開
催
で
き
た
の
は
わ
ず
か
３
回
で
し
た
。

　

活
動
内
容
は
主
に
、
会
員
連
絡
ツ
ー
ル
を

Ａ
Ｔ
で
活
用
で
き
る
よ
う
仕
組
み
か
ら
実
際

に
運
用
で
き
る
ま
で
に
メ
ン
バ
ー
内
で
議
論

を
重
ね
、
後
半
で
は
、
令
和
９
年
度
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
（
広
島
開
催
）
に
向
け
て
、

準
備
段
階
へ
の
資
料
や
議
論
を
出
し
合
い
、

私
自
身
初
め
て
の
出
向
で
し
た
が
、
皆
さ
ま

の
、
温
か
い
フ
ォ
ロ
ー
と
熱
い
情
熱
、
事
業

に
向
け
て
真
剣
な
眼
差
し
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
一
年
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
１
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を

糧
に
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
し
っ
か
り
と
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ま
１
年
間
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

出向者
報　告
Report
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　19年間所属し、様々な経験が
出来ました。中でも役員の経験と
いうのはなかなかやろうと思って
も出来ない貴重な経験でした。こ
れからはその経験をしっかり活か
していこうと思います。そして普
通では知り合えない様々な業種の
方と出会い、仲間と言えるように
なった事が一番の宝物だと思って
います。今まで本当にありがとう
ございました。

㈱エーワ ー ク ス
代 表 取 締 役

森吉　　哉

　出会った先輩方や仲間のおかげで濃い
3年間を過ごすことができ、委員会が変
わった今でも交流させていただいています。
　また、ラストイヤーでは副委員長経験の
ない私に委員長という大役を仰せつかり、
みんなに支えられ、素晴らしい3つの事業
を成し遂げることができ、経験と仲間とい
う財産や宝物が増えました！卒業しても仲
良くしてね〜！かしこまり〜

リラク＆エステサロン Chao
代 表

月森　美香

YEG活動を振り返って
　YEG活動に参加させていただいて、4年。この度卒業
という運びとなりました。広島で活躍されている経済人
の方々と交流させて頂くという事は、私の人生において
貴重な経験となりました。
　そしてこの経験は、私の心に大きく刻まれると事と思
います。そして決して忘れることはないでしょう。私に
関わってくださった皆様には心より感謝申し上げます。
今後のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

（医）純心会こころ
施 設 長

中道　　愛

　YEGに入会して約７年最初は戸惑
いもありましたが、いろんな人と出会
い大好きなゴルフでも人脈も広がり先
輩達にもゴルフに誘ってもらい後輩と
もゴルフに行って仲良くなり広島にも
まだこんなに知らない会社がある事を
知りました！今となればもっと早めに
YEGに入会しとけば良かったと思い
ます！

㈲ 田 中 剛 産 業
取 締 役 常 務

田中　政則

　YEGの12年
間で、委員長と
副会長をさせて
いただき、楽し
く過ごさせてい
ただきました。
卒業してもよろ
しく！㈱ティーエス・ハマモト

代 表 取 締 役

濵本　利寿

　10 年間在籍した広島
YEGでは多くの人との出会
いや、普段では体験できな
いような事業を経験するこ
とで多くの学びを得ました。
　自分が成長できたかは分
かりませんが、大変だった
ことも含めて、今では全て
良い思い出です。
　お世話になりありがとうご
ざいました。

㈱シーズ環境開発
代 表 取 締 役

森田　晋介

　YEG に入って
たわずか 2 年間
でしたが、たくさ
んの知り合いが
でき、事業をする
中で自分の知ら
ない自分を発見
させていただき
ました。ありがと
うございました。

㈱ 宏 福
取 締 役

福本　　宏

　2013年度の入会以来、約8年にわたり、OB・
OG・現役の皆さん、事務局の皆さんには大変お世
話になりました。
　この機会に改めて篤く御礼申し上げます。平素
の職場・職域を超えていろんな業種・経験を持たれ
ている方々と公私ともに親しく交流させて頂けた
ことは私にとって大変貴重な財産となりました。
　卒業してからも引き続き皆さんと親しく交流さ
せて頂ければ幸いです。皆さんの今後のご発展と
ご活躍を心から祈念しております。
　ありがとうございました!!

冨村・林谷法律事務所
公認不正検査士・弁護士

林谷　浩二

　あっという間の9年間でした。その
間に妊娠出産があり、欠席したり子ど
もを連れて例会や委員会に参加させて
いただいた事もありました。
　子連れ出席をご理解くださいました
皆様と、このYEGの環境に感謝いた
します。そんなわけで存分な活動は出
来ませんでしたが、充分なご縁をいた
だきました。ありがとうございました。

㈱総合センター Wedding One
常 務 取 締 役

杉原侑加子

世 良 塗 装
代 表

世良　崇雄

　平成25年度から入会し、
事業を始め同好会にも参加さ
せていただきました。事業で
は多くの学びや刺激があり、
また同好会では色々な方と接
する機会があり、楽しい時間
を過ごすことができました。
　9年という間でしたが本当
にありがとうございました。

　皆様はYEGに入って嬉し涙で泣かされたことがあるでしょうか？
　私の入会の目的は「自己研鑽」と「人脈拡大」でした。目的は想像
を遥かに超えて達成しました。今の仕事もプライベートもYEG無く
しては成立しません。
　ただ、自分の経験を皆様へ「伝えること」を疎かにしたかも、と反
省する事もありますが、伝える事もまた難しいことでもあります。
　そういった葛藤と、既に満たされた気持ちがあって事業などを欠席
する事が多くなりましたが、それはYEGを好きだからこそでした。
　1人でも多くの会員様が在籍中に嬉し涙を経験できます様に祈念し
ております。
　ありがとうございました！

㈱ザ・ヒロコー
代 表 取 締 役

小松　智彦

　まだ20代の頃、何も分から
ないままに入会させて頂いて
から今日まで、本当に楽しい
YEGライフを過ごすことがで
きました。
　YEG活動での素晴らしい
思い出は数え切れないほどで
すし、どれもが今の自分にとっ
て大きな糧になっています。
　卒業まで支えてくださった
YEGの皆さまには本当に感
謝しています。ありがとうござ
いました。

ひまわり法律事務所
弁 護 士

青谷　智晃

　5年間お世話になりまし
た。私は副委員長の経験し
かありませんが、もっと一
員として出来ることがあっ
たのでは、と少し反省もし
ております。
　素晴らしいメンバーが揃
う広島YEGを誇りに思い
ますし、大切なことを一生
懸命できる機会をいただき
ました。ありがとうござい
ました。

㈱ み づ ま 工 房
営 業 部 部 長

伊藤　通祐

　５年あまり在籍させていた
だき、その中で多くの出会い
と多くの学びを得ることが出
来たことに感謝しておりま
す。
　それぞれの委員会におい
て同じ目的・目標に向かって
一致団結し活動できたことを
一生の宝物にしようと思いま
す。
　会員の皆様、OB、ＯＧの
先輩方、事務局の皆様、本
当にお世話になりました。

㈱ 広 田 造 園
業 務 部 次 長

河野　里志

　様々な団体のお誘いを断
り、広島 YEG 一筋で 16
年間過ごさせて頂きまし
た。
　多くの業種の方々と接す
ることができ、知見を広め、
沢山の仲間を作ることがで
きたのが一番の財産だと思
います。ありがとうござい
ました。

㈱住宅デザイン研究所
代 表 取 締 役

金堀　健一

卒業会員挨拶　私たちの青年部

新 入 会 員 一 覧
石本　快洋／猪俣　慶典／岩岡　慎治／小川　和毅／小畑　和夢／鎌倉　隆文／神田　卓坦／木坂　智美／北木　政徳／車田　和美／小林　大樹／齊藤　泰元／佐々木宏憲／柴田　良介／

瀬尾　勇登／竹下　明志／多田　和輝／田中　　聡／田中　秀和／津田　　剛／冨廣　龍吉／楢﨑　裕介／野村　周平／花川　慎哉／馬場　洋平／藤井　　智／正守　千絵／三浦憲一郎／

三田　将平／森吉　　哉／安田　達朗／山野　秀典／吉村　直樹／渡辺　晋也

㈱ イ シ ダ
代 表 取 締 役

石田　準一
（ 医 ）一 之 会
理 事

小林　孝憲

㈱ 日 本 ク リ オ
代 表 取 締 役

佐伯　孝之

㈱ミクロンプラスチックス
製 造 部 課 長

島田　雅之

広島総合法律会計事務所 法務部門
弁 護 士

田中　　陽

㈱ イ ー ラ イ ン
代 表 取 締 役

谷口　佳陽

㈱ イ ー テ ル
代 表 取 締 役

鼓　幸太郎

KISHIDA PHOTO DESIGN STUDIO
代 表

野上　大輔

花岡矯正歯科クリニック
院 長

花岡　宏一

鹿島建設㈱中国支店
営 業 部 次 長

新田　顕規

平 成 警 備 ㈱
代 表 取 締 役

平山　成龍

㈱ u n c o d e
代 表 取 締 役

丸田　　稔

アルスデザイン
代 表

水岡　隆志

アクサ生命保険㈱広島FA支社
マスターフィナンシャルプランアドバイザー

道籏　康一
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直前会長

下岸 宏靖

Officer  Introduction【令和４年度】　役員及び顧問・特別委員長紹介

HIROSHIMA YEG 2022

　令和４年度広島商工会議所青年部会長を務めさせていただきます、庄子佳宏です。広島商工会議所青年部は次代の広島
経済を担う若手経営者や後継者の相互研鑽の場として、また、青年経済人としての資質の向上と会員相互の交流を通じて、
企業の発展と地域商工業の振興発展に寄与することを目的に設立され、長きに渡り活動してきました。しかし、令和元年
の終わりに発生した新型コロナウイルス感染症の拡大により、これまでのような活発な活動ができなくなり、会員同士が
顔を合わせて楽しく過ごしていた時間が失われてしまいました。
　そのような状況も２年が経過し、新たな活動様式が定着しつつあります。
　令和４年度は、Ｓｍｉｌｅ！～Ｌｅｔ'ｓ ｅｎｊｏｙ ＹＥＧ～をスローガンに掲げ、会員や周囲の方々が笑顔になるような
活動を積極的に行い、多くの仲間と共に刺激し合いながら様々なことを経験し、学び成長する機会を創出してまいります。
　１年間を通しての学びのテーマとして、商工会議所の前身である東京商法会議所の初代会頭を務められた渋沢栄一氏を
取り上げます。日本経済の基礎の構築に大きな役割を果たした渋沢氏は著書の「論語と算盤」において、真のリーダーを
「常識の人」と表し、「智・情・意」の３要素の重要性を説いています。青年経済人として学び続ける「智恵」、他者を思
いやり社会に奉仕する「情愛」、精神作用の本源となる強固なる「意思」。この３つをバランスよく備えることで「常識の
人」となりえます。青年経済人として、この３要素を備えられるよう共に学んでいきましょう。

　さらに、仲間との絆をより深めていくことも重要です。会員の皆様に積
極的に参画していただくためにも、まずは「仲間」と共に「楽しむ」こと
ができる運営を心掛けていきます。
　今年度はこの５つの要素を重要視し、なによりも笑顔あふれる活動を行
います。

意　思　＝　Ｓｐｉｒｉｔ
仲　間　＝　Ｍａｔｅ
智　恵　＝　Ｉｄｅａ
情　愛　＝　Ｌｏｖｅ
楽しむ　＝　Ｅｎｊｏｙ

　YEGは多くの仲間と出会い、刺激を受
け合いながら様々なことを経験し、学び成
長できる、多くの可能性を秘めた組織です。
委員会をはじめ、例会や事業にご参加いた
だき、仲間と共にたくさんの笑顔を作り出
していきましょう！
　皆様の積極的なご参画とご協力を賜わり
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

会長
庄 子 佳 宏

顧問
光 村 暢 純

総務広報委員長
川 邉 利 浩

経営資質向上委員長
牛 尾 雄 史

研修委員長
木 村 正 範

広島の魅力発信委員長
流田聡一郎

フレンドリー委員長
米 中 庸 裕

街のビジョン委員長
奥 田 秀 樹

会員交流委員長
塩 本 崇 公

全国大会リサーチ委員長
瀧 川 洋 一

YEG 活性化委員長
片山真悠子

新入会員担当委員長
丸 子 洋 平

会務グループ副会長
石 井 凡 士

会員増強特別委員長
天 畠 健 史

ビジネスグループ副会長
多 田　 智

アンバサダーグループ副会長
大 下 修 司

親睦グループ副会長
長榮陽一郎

交流グループ副会長
下 西 祥 平

YEG 探求グループ副会長
森　 亮 介

育成グループ副会長
林 大 一 郎

全体事業実行グループ副会長
兼 All for one 特別委員長
小 川 智 久

監事
河 野 洋 信

監事
田 中 孝 幸

同好会活性化特別委員長
尾 山 直 大

令和４年度会長

庄子　佳宏
株式会社庄子食品　代表取締役社長


